
想定外の被害に備える

福山市の法成寺地区と加茂地区を中心に、耕作放棄地や休耕田で、

水稲と季節ごとの野菜を受託栽培しています。収穫した作物は市内

の福祉施設や飲食店のほか、関連会社が運営する直売所で販売して

います。

収入保険は2022年に加入しました。補償対象の範囲が広く、予想

外の不作や収入減少時のリスクに対応できるのが加入の決め手です。

当初は「保険金をもらうことはないだろう」と思っていましたが、

加入した年の６月、水田にスクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）が

大量発生し、食害を受けました。全体の約半分が食べられ、売り上

げが半減しましたが、つなぎ資金を利用し、会社の運転資金に役立

てることができました。

今後は耕作面積を20㌶まで増やすことが目標です。自然災害や価

格の低下など、いろいろなリスクに備えながら、これからも地域に

貢献していけるよう頑張っていきます。

▷水稲9.5㌶、多品目野菜1.9㌶
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